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〈学校教育目標〉
心身ともに健康で
自ら行動する生徒の育成

〈目指す生徒像〉
○夢を持ち、自ら学ぶ生徒（自主）
○心豊かで、思いやりのある生徒（敬愛）
○心身ともに健康な生徒（錬磨）

令和３年度の霞西中の教育 新学期が始まって１か月が経過しました。この１か月を振

り返ってみますと、どの学年も順調に素晴らしいスタートが

きれており、大変嬉しい限りです。

新年度が始まったのに際し、今年度の霞ケ関西中学校の教

育活動の概略についてご説明いたします。

学校教育目標

３年間で「心身の健康」と「自学・自立」ができる生徒を

育成する教育を行います。「心が健康」であれば、いじめ問

題等も起きることはありません。「自学」をするのは教科の

勉強だけでなく、自立をするための様々な体験を含め「生き

る力」を自学させる教育を推進します。

目指す学校像

全ての生徒が毎朝「よし、今日も学校で○○を頑張るぞ」

「今日も学校に行くのが楽しみだなぁ」という気持ちで登校

ができ、下校時には「充実した一日が終わったなぁ」「今日

も学校が楽しかったなぁ」と満足感に満ちて帰宅できるよう

な学校づくりを目指します。

目指す生徒像

「知(学力)」「徳(道徳心)」「体(体力)」のどれか一つ、二

つではなく、全てがバランスよく身についた生徒の育成を目

指します。

学校経営方針

【①について】「夢」は人間の活動の原動力です。そこで、

生徒達に「夢」を持たせ、その実現のために失敗を恐れた

り、困難から逃げたりさせずに「挑戦」させる指導を行い

ます。「挑戦」しても達成できないこともあるかも知れま

せん。しかし、成功しても失敗に終わってしまっても、そ

の過程には、「感動」を味わえる場面が必ずあります。そ

の「感動」を生徒に味わわせたいと願っています。また、

「自尊心」が高いと自信を持って物事に「挑戦」できます。

そこで、様々な場面において意識して「褒める指導」に努

め、「自尊心」を育成します。

【②について】私が本校に着任して４年目になりますが、これまでの本校の実態・課題を見て設定した経営方針

です。本校生徒は、落ち着いた真面目な態度で生活を送ることができています。しかし、「あいさつ・歌声・清

掃」といった中学生として基本的なことに課題があります。「元気なあいさつと返事」「大きな歌声（特に「愛

校心」の表れである校歌）」「気づく力を持っての清掃」ができる生徒の育成を目指します。ただし、歌声につ

いては、新型コロナウイルス騒動が終息するまでは指導ができないのが残念です。

【③について】東京2020オリンピック・パラリンピックが、今年の７月下旬から開催予定です。ゴルフ競技会場

に隣接している本校では、生徒達にオリンピック・パラリンピックへの興味・関心を喚起させ、オリンピック

開催地としての地元に誇りを持てる生徒の育成を図るために、平成２９年から「オリンピック・パラリンピッ

ク教育」を継続して実施してきました。今年はそのまとめの年になります。今月下旬に開催予定の体育祭は、

オリンピックに関連した種目を行います。

【④について】教員によって生徒への指導や保護者への対応がまちまちであると混乱を招くとともに、学校への

不信感につながってしまいます。また、教育効果も半減してしまいます。そこで、事務職員や用務員等も含め、

全職員で「和(仲良く)」「輪(一体感)」「話(話し合い)」を大切にして「チーム霞西」として組織として教育活

動を展開していきます。

【⑤について】生徒や保護者が学校に相談や苦情を寄せるのは、現状に困っていてすぐに問題を解決してもらい

たいと切実に願っているからです。その願いに応えることで、教育の基盤となる「教員」と「生徒・保護者」

との間の信頼関係が成り立つと捉え、全職員が相談や苦情に対して「すぐに」「誠意を持って」対応するよう努

めてまいります。

〈 裏面に続く 〉

【学校教育目標】

心身ともに健康で、自ら学ぶ生徒の育成

【目指す学校像】

生徒が生き生きと活動し、

希望の登校・満足な下校ができる学校

【目指す生徒像】

○夢を持ち、自ら学ぶ生徒（自主）

○心豊かで、思いやりのある生徒（敬愛）

○心身ともに健康な生徒（錬磨）

【学校経営方針】

①「夢・挑戦・感動を大切にする教育」を推進し、

「褒める指導」により自尊心を育てる

② 活力ある学校づくりを推進する

（元気なあいさつ・大きな歌声・磨き上げた校舎）

③ オリンピック・パラリンピック教育を通して、

知・徳・体の調和の取れた生徒を育成する

④ 教職員の「わ」（和・輪・話）を大切にし、

チームとして組織的教育活動を展開する

⑤「早い対応が信頼を生む」を念頭に教育活動

を推進する

⑥ 小学校との連携を通して、学力向上と生徒指

導・安全教育の充実を図る

⑦ 安全・安心で美しい教育環境の整備・充実に

努める

⑧ 家庭・地域社会との連携を深め、期待と信頼

に応える教育活動を推進する



部活動本入部始まる
各部活動の加入人数

１年生 ２年生 ３年生 合
男 女 男 女 男 女 計

野球 10 1 0 0 2 0 13
サッカー 8 1 10 1 1 0 21
男子バスケ 17 10 10 37
女子バスケ 2 10 5 17
女子バレー 9 15 11 35
女子テニス 4 6 13 23
男子卓球 7 19 11 37
剣道 5 1 5 1 10 1 23
美術 1 21 1 14 0 11 48
吹奏楽 8 11 0 10 4 9 42
総合活動 5 0 1 0 2 1 9
合計 61 50 46 57 40 51 305

４月２３日より１年生も本入部となり、３学年揃った活動
が始まりました。（加入率：１年生→９４.１％、２年生→8１.７
％、３年生→8４.３％、学校全体→8６.６％）
新型コロナウイルス感染拡大防止のために、部活動保

護者会を開催できませんでした。部活動についてご不明
な点がございましたら、各顧問にお問い合わせください。

５月(May)行事予定
〈 表面からの続き 〉

【⑥について】 中学校の学習は、小学校での学習内容
を土台にして進めていきます。生徒指導を充実させるた
めには、子供をどのような人間に育てたいかを小・中で
共通理解を図ることが重要になります。要するに、学習
指導も生徒指導も、義務教育９年間を見通して行うこと
で効果が上がります。そのために、小学校と連携を図っ
て教育活動を進めてまいります。また、今年度は昨年度
に引き続き、霞西小とともに市教育委員会の研究委嘱を
受けて安全教育の指導法の研究を進めてまいります。
【⑦について】 学校が最も大切にしなければならないの
が生徒の命と安全です。また、「環境が人を作る」と言わ
れるように、生徒の心の成長には美しい教育環境が必
要です。そこで、校舎等の施設・設備の安全を確保する
とともに、生徒が意欲と安心感を得られるよう掲示物を工
夫するなどして美しい潤いのある教育環境の整備に努
めます。
【⑧について】 思春期の生徒の健全育成は、学校のみ
で為し得るものではありません。学校・家庭・地域の連携
が必要となります。保護者と地域の皆様には、「チーム
霞西」の一員になっていただき、子供達の成長のために
ご理解・ご協力をお願いいたします。

縮小して体育祭を開催
今月２９日（土）に体育祭を開催予定です。昨年度と同様に新型コロナウイ

ルスの影響で感染症対策を十分に行った上で、例年より縮小しての開催です。
来賓の招待はなし、保護者の応援は各家庭１名のみと制限させていただきます。
昨年度との違いは、縮小の中でも盛り上がるように、今年度は色団を結成し

て色別種目（大玉送り）を組み入れ、オリンピックイヤーということでオリン
ピック音頭を全校生徒で踊ります。昨年度より種目を増やしたので、弁当持参で午後まで実施します。ただし、
今後の新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては変更または延期も有り得ることをご承知おきください。

赤団 青団 黄団 緑団
１年生 ４組 １組 ２組 ３組
２年生 ３組 ２組 ４組 １組
３年生 ２組 ３組 １組
【 体育祭の色団 】

お知らせ
体調を崩して４月当

初からお休みをしてい
ました２年生副担任（国
語科）の○○○○教諭
が、本日より復帰いた
しました。これまで生
徒並びに保護者の皆様
にはご迷惑をおかけし
まして申し訳ございま
せんでした。本日より、
通常勤務となります。
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